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「ネオニコチノイド系殺虫剤①」  

                                                                                   

 たまたま愛知保険医新聞にネオニコチノイド系殺虫剤についての講演会の抄録を見つけまし

た。次ページにそれを添付しました。 

 

日本で販売されているネオニコチノイド系殺虫剤（７種） 

ニトログアニジン系 

・クロチアニジン（2002年、商品名ダントツ）     カメムシ：非常時に猛烈な臭いを 

・ジノテフラン（2002年、スタークル）        発する。穂の米粒の養分を吸い、 

・チアメトキサム（1997年、アクタラ）        米粒に黒い色を残す（斑点米）。 

ニトロメチレン系                     

・ニテンピラム（1995年、ベストガード） 

ピリジルメチルアミン系 

・アセタミプリド（1995年、モスピラン、マツグリーン、イールダーSG、アリベル） 

・イミドクロプリド（1991年、アドマイヤー、メリット） 

・チアクロプリド（2001年、カリプソ） 

これらはニコチンを元に開発され、神経シナプスのアセチルコリンの受容体に結合し、神経

を過剰に興奮させ続けることで昆虫を殺す。講演録にあるフィプロピルは化学構造式が別系統

で、神経伝達物質 GABAの阻害剤であるが、浸透性、残効性はネオニコチノイド系に似る（1993

年、コンバット、ブラックキャップ、ゴキファイタープロ）。 

ネイニコチノイド系殺虫剤の問題点 

日本弁護士連合会は 2017年 12月 21日、「ネオニコチノイド系農薬の使用禁止に関する意見

書」を発表しており、この問題のアウトラインが良くまとめられています。（これもインターネ

ットで読めます。） 

ドローンによる散布の問題（秋田県の松井和江さんからの情報です。2019.4.24） 

添付記事にも記載がありますように、ヘリでの空中散布が問題になっています。これから

は、ドローンでの散布が拡大しつつあり、ヘリでの散布よりも問題になりそうです。ドローン

は許可が取りやすく、操縦もしやすい事から普及が進みそうですが、高濃度である事が問題で

す。ドローンに積み込む農薬が少ないためです。https://atcl-dsj.com/work/1429/ 

引用「通常、地上で散布する農薬は低濃度で散布するため希釈倍率が 1000～2000倍ほど。そ

して無人ヘリやドローンなど空中散布用の農薬は、濃い濃度で一気に空中から散布をするた

め、希釈倍率としては 8～16倍ほどでかなりの高濃度となっています。」農業者・地域住民の

健康と、環境への影響が懸念されます。 

数年前、地域の折り込みチラシに、ヘリでの農薬散布日が記されたものが入りました。もし

やと思い農薬名を検索してみたら、ネオニコチノイド系でした。すぐに JAへ電話をし、ヨーロ

ッパ諸国では禁止された国もある事、子供への健康被害と環境への影響が心配である事をお伝

えしました。一担当者には、どうする事も出来ない事を知ってはいても、言わずにはいられま

せんでした。声をあげる人が、一人でも増えたらいいのにと思います。もう一つ、ご参考ま

で。https://atcl-dsj.com/work/1769/無人ヘリコプターと同様の農薬を、ドローンでも使用で

きるとの事です。日本が、国民がどうなって行くのか。何も出来ない事がもどかしいです。 

https://atcl-dsj.com/work/1429/
https://atcl-dsj.com/work/1769/


 

＜感想＞ 

2013年、EUはクロチアニジン、チアメトキサム、イミダクロプリドの使用を規制し、中国や 

韓国も同様の措置を採っているという。2015年 5月 19日、厚労省は、ネオニコチノイド系農薬

の食品残留基準を緩和した。日本の状況は予防原則とは逆の方向に動いている。なぜそうなっ

たのか調べて報告します。                    （文責：加藤純二） 


